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第 5章　具体的な取組

■ どこに住んでいても，どんながんになっても，安心して適切で安全ながん医
療を受けることができます。

目指す姿

3　がん医療
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第 5章　具体的な取組

★がん診療連携拠点病院とは★

地域のがん医療連携の拠点として，自ら専門的な医療を行うとともに，他のがん診療を行っている
医療機関との連携体制を構築することを目的に整備された医療機関で，手術や化学療法，放射線療法
など一定の要件を満たした施設が，「がん診療連携拠点病院」として国又は県から指定されています。

がん診療連携拠点病院では，がんの治療だけでなく，地域のがん医療従事者への研修や，がん患者
や家族に対する情報提供や相談支援なども行っています。

なお，県指定のがん診療連携拠点病院については，「相談支援センター」の設置が指定要件となっ
ていませんが，国指定のがん診療連携拠点病院と同様に，院外のがん患者の方からの相談にも応じて
おり，同等の機能を有しています。

二次保健医療圏域名
国指定がん診療連携拠点病院
県指定がん診療連携拠点病院

廣島総合病院

広島市民病院 安佐市民病院

広島赤十字・
原爆病院

広島大学病院

三次中央病院

呉医療センター

東広島医療センター

尾道市立市民病院

中国中央病院

福山医療センター
県立広島病院

呉共済病院
中国労災病院

尾道総合病院

福山市民病院
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（注）
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第 5章　具体的な取組

263
99

97 85

91 73 81
（706）

（430）
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第 5章　具体的な取組

広島県がん医療ネットワークとは

がん患者が安心して医療を受けられるよう，検査・医療施設が緊密に連携して切れ目のない医療
を提供するための， 大がんの医療ネットワークです。
このネットワークは，部位ごとに広島県地域保健対策協議会 で検討され，広島県保健医療計画に

定める医療連携体制として，広島県医療審議会において審議・承認されています。

このネットワークの参加施設は，部位ごとに設定されている医療基準を満たしており，検診から
術後のフォローアップまでの役割に応じて，どこでも一定水準の医療を受けることができます。
また，手術を行った施設と術後の経過観察を行う施設では，共通の診療計画書（地域連携パス）

等を活用し，施設間相互の連携を図り切れ目のないがん医療を提供しています。

このネットワークには，患者が特定の施設に集中するなどして，質の高い専門的な医療サービス
の提供に支障を来さないようにする役割もあります。

ネットワーク参加施設については，県ホームページのがん情報サポートサイト「広島がんネット 」
に掲載しています。

が
ん
検
診

乳
が
ん

肺
が
ん

肝
が
ん

胃
が
ん

大
腸
が
ん

がん医療ネットワーク

二次検診

検診・検査
実施施設

精密診断

精密診断施設

術後治療
経過観察

治療施設
（手術等）

総合診断
集学的治療

フォローアップ
治療施設

部位別のがん医療の拠点

連
携
パ
ス

がん診療連携拠点病院（11） 県指定がん診療連携拠点病院（５）・

がん検診機関  がん治療を行う病院・診療所
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第 5章　具体的な取組

（平成16（2004）年〜平成20（2008）年診断）

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

の （平成16（2004）年〜平成20（2008）年診断）

平成20（2008）年
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5,166

2,630
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第 5章　具体的な取組

（注）

平成18(2006)年
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第 5章　具体的な取組

（平成19（2007）年） 平成24（2012）年12月末現在

平成24（2012）年の専用病床数は平成24（2012）年2月現在

18

（注）
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第 5章　具体的な取組

広 島

広 島 西

呉

広 島 中 央

尾 三

福 山 ・ 府 中

備 北

計

がん手術の実施施設数をみると，部位別では，大腸がん，胃がん，乳がんの順に多く，各地

域で手術によるがん医療が提供されています。また，県内には，広島大学病院を始めとして，

先進的な手術を行って，その領域をリードしている医師もいます。しかし，現状把握と分析は

十分できていない状況にあり，安全で適切な手術療法の徹底が今後の課題となっています。

また現在では，手術の主流となっている患者の負担が少ない低侵襲手術＊のより一層の充

実を図るため，広島大学病院では，研修会の開催等により，内視鏡的手術を行う医師の技術

向上に積極的に取り組んでいます。更に，手術による障害や痛み・出血等をより抑えること

が可能な手術支援ロボット(注)が，広島大学病院と広島市立広島市民病院の県内２病院に配備

されています。
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第 5章　具体的な取組

★臨床試験とは★

臨床試験には，大きく分けて「治験」と「研究者（医師）主導臨床試験」があります。治験が薬そ
のものの安全性や有効性を調べるのに対して，研究者（医師）主導臨床試験は，手術や放射線療法等
との組み合わせを考えて治療法の安全性や有効性を調べることを目的としています。
【治 験】

厚生労働省から新薬の承認を得るため，これまで使用されたことのない薬の安全性や有効性を
調べるもので，主に製薬会社が実施します。

【研究者（医師）主導臨床試験】
研究者（医師）が主体となり非営利で行うものであり，これまでに厚生労働省から承認された

薬，治療法・診断法から最良の治療法・診断法を確立することや薬の組み合わせを確立すること
等を目的としています。

臨床試験への参加を希望する場合は，医師等の専門家から十分な説明を受け，十分納得した上で同
意し参加することが必要です。

（国立がん研究センター 参照）
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第 5章　具体的な取組

がん診療連携拠点病院の機能強化

二次保健医療圏域ごとのがん診療連携拠点病院の整備は進んできたことから，各がん診療

連携拠点病院の機能について，がん登録データ等を活用し，患者の受療動向，生存率＊や治

療件数等から客観的に評価していきます。

また，患者の意向が尊重され安心感を持ちながら治療を受けることができるよう，十分な

インフォームド・コンセントに必要な医師のコミュニケーション技術の向上やセカンドオピ

ニオンを受けやすい体制整備に取り組みます。
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第 5章　具体的な取組

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年
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第 5章　具体的な取組

広島県医師会等と連携し，県民に身近なかかりつけ医を，がん治療を専門としない医師も

含めて，「広島県がんよろず相談医＊」として養成し，県民やがん患者の日常の不安や症状に

対応するとともに，必要に応じ，がん医療ネットワーク参加施設など適切ながん医療に誘導

する活動を促進します。
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第 5章　具体的な取組

がん医療の推進のために

【行 政】 県民に適切で安全ながん医療を提供できるよう，効果的な医療連携を推進し，
がん医療情報の提供に努めます。

【医 療 機 関】 効果的な医療連携と人材育成等に取り組み，質の高いがん医療を提供します。

【県 民】 がんについて正しい情報に基づいて適切に判断し，必要な治療を受けます。
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